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耕土改良用機械器具に関する研究

第 2報 レソーズヒッチの動的研究と

機構的関係
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国

光に第1報においてレリーズ.ヒッチの機械力学的解

析を行い，かつ東京衡器製鋼索引張試験機使用の静的

試験によりその作動特性を求め，現製品への批半.U，検

討r 設計製作上の主要点および使用上注意すべき諸条

件等を求めた。

以上から作業機のレリーズヒッチに関ずる総括的な

資料の把握をなし得たが，前報の結語に記した如〈と

れらは特に有効な機械的仕事をなす作用力を中心に考

察したものであり，さらに実用上の諸種の条件が加味

されるとき，レリーズ.ヒッチ本来の目的よりする耐荷

重量カらその機構と関連して如何に変異を来し，設計

上あるいは奈辺に注意すべきから後述の如き方法に

よる動的条件のもとに試験した。

本報は以上の目的より，特にスプリング調節量なら

びにアンカー傾斜角度と耐荷重量との関係を中心とし

た動的試験結果を，第1報の機械力学的解析ならびに

静的試験結果を動案し，機構的関係と相侯って論じ，

総括的な考察をなしたもので怠る。

持北海道大学農学部農業復械学教室

11.試験方法

1. 供試機ならびに牽奥用トラクター

供試レリーズヒッチは静的試験時と同ーの物を使用

した。〈第1報参照〉その耐荷重調節用トリップスプ

リYグは，本試験終了後の検定によると静的試験時と

同ーの携みー荷重曲線を有した。アンカ{も同様 55。

より 760 まで 3
0
毎に8個の物を静的試験時に同じ〈

併用した。供試レリーズヒッチを装着のトラクタープ

ラウは開拓 101型 201'x 1逮プラウでp これに宮状

に取付けた。 牽曳用トラクターは NTK-4型(装軌

式 46IP)，後述の如きレリーズヒァチの荷重用には

M・A・NB-18A型〔装輪式18IP)を用いた。

2. 牽奥方法ならびに供試園場

供試レリーズヒ y チを装着した開拓 101~ トラクダ

ープラウの耕深調節レパF を最大位置にじ，静的試験

時と同形の 1"材によるチェーンで中聞に K-II型

500kg牽曳力計を拡大器 (x10)とともに NTK-4型

に取付け，牽曳角を規正した。また， トラグタープ予

ウの後部にはシーノレ形 (19x6)，直径 18mmのワイ

ヤーで M・A・NB-18A型を後向きに連結した。
スプリングの強さ，アシカー傾斜角度.牽曳角等所
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定の試験項目に調節ののち， M・A.NB-18A型はク

ラッチを入れぬまま NTK-4を1速1.00riJ./secに謂

速してスタートし，相図と同時に M・A.NB-18A型

をフeレーキし3 瞬時的な最大荷重を与えて，レリーズ'

ヒッチ作用時の耐荷重量を測定した。

供試闘場は，北大農学部付属第1農場所属のケンタ

ッキープリューグラスの努草跡地である。木国場は地

下水{立は比較的高いが， 表層は -10cm辺より青粘

をj見えたi直接土で中聞にやや褐色の磐層があり，下層

は青灰色の粘土でるる。 合水量は地表 32.0アん -10

em 38.05!b， -20 cm 52.05!b，円錐型硬度計 50kg圧帽

による士壊硬度測定結果は，地表 41.5mm，-10cm 

29.5 mm， -20cm 28.0mm， -30cm 32.0mmで

比較的硬く，大きい荷重を得るに好条件でありJ かつ

また地表面近くの上層は牧草の冠根に覆れ3 トラグタ

【は比較的に走行しやすい状態にあった。

3. 試験項目

頭警の如く本試験。目的より試験項目は，特にスア

リング調節量ならびにアンカー傾斜角度と耐荷重量と

の関係を主体とした。

スプリング調節量は静的試験時と同様 Ommより

5mm毎に 25mmまで計6点について行ったが3

25mm (最大調節量〉では侍にその調節が困難である

ことと， 20mm辺より耐荷重量が急増するたあ供試

トラクダープヲウるるいはヒッチの破損・変形を考慮

じ， (Clydeによれば鋳鉄製汲飯で 3，000Ib/in2， 同

じく銅製で 4，000-5，0001b/in2 を限界許容力として

いる〉特に必要以外の場合採用せずp 同様にアンカ{

も傾斜角度の小なるものでは耐荷重量3.5ton前後を

基準に試験。採否を考慮し， 550 より 30毎に 760 ま

で計8点について行った。

牽曳角の変{立との関係についてはアンカー 670を用

い，直行;専 (0つ)100， 200， 300 計4点について予め

牽曳方向を所定の角度に規正して試験し3 特に牽曳角

のふれのない様注意した。

以上各試験はいずれも磨耗量 Ommの1号7 ックを

使用しp 牽曳角変位試験以外は牽曳角 00 RDち直行時
について行ったがp 参考までに同じくア yカー 67つの

物について各磨耗量 Omm 5勺 10"の 1，2，3号 7

2クについてもスプリシグ調節量と耐荷重量との関係

を求めた。

111.試験結果ならびに考案

1. スプリング調節量と耐荷重量との関係

. --Fig.1はスプリ yグの調節量(S)を変えるときの

耐荷重量 (L)との関係を求ゐたものでらる。とれに

よると耐荷重量は調節量に比例して増加し，アンカー

傾斜角度〈由。〉に反比例しp 静的試験の場合と同綴。

傾向を見せるが，その計算債に対する増減の比率は静

的試験の場合 [l=q(静試測定値)/p(計算値)x 1005!b] 

Fig.2-aの如くアンカー傾斜角度により増加率を具

にするが3 いずれの場合も調節量に比例し S=20mm

付近まで急増し，ほぼ 15-25%の範聞に止ったがr

本詞験結果ではその計算値に対する比率は(悦=γ(動

試測定値)jp(計算値)x 100%"3 Fig. 2-bに示すま日〈

同一調節量に対しいずれの場合もアシカー傾斜角度に

比例し，かつ調節量の増加による mの変化は 20mm

に至って減少の傾向が著しいが， 15mm辺までは瀞i

誠し，特に "，=64_730 付近でこの傾向強<:，計算値

に比し 20--405!&の範囲に増加をした。 R/1ちFig.2-c

に示す如く動的試験値に対する静的試験値の比ηは調

節量の増加にしたがい次第に小となり，換言すれば所
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%の変異

定の耐用荷重が大となるに伴t~;意図する荷重量に規

正することが困難となるととを示l.-，また S=5-15m

即ちスプリ Yグの張力 P=80kg前後までの調節が実

用上最も有効に，かつ安全に行われるととが考察され

た。

2. アンカー傾斜角度と爾荷重量との関係

以上はスプリングの調節量を中心に考察したが，ア

ンカー傾斜角度は耐荷重量と特に如何なる関係を有す

るかを Fig.3に示した。図の如く耐荷重量はスプリ

ング調節量の知何にかかわらず，ア Yカー傾斜角度に

反比例して波少し，かつ調節量に比例して増加を来す

が，とれらの傾向は，静的試験の場合計算値に対する

百分比tはくFig.4-a)610 辺より減少し 700付近を

最少に再び上昇し，70
0 前後より傾斜角が増減するに

伴い耐荷重量は計算値に比してより大となったのに対

l.-，本試験値との比例は Fig.4-bの如く傾斜角度

の増加に比例し，かつ調節量による差異が侍に上下限

において目立つた。

即ち，耐荷重量の大なるときは両者の比"は小とな

り，また a詮 670，S = 0-10 mmの範囲に;bる比較
的耐荷重量の小なるとき;は犯は大となり，総括的に
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出=64_700付近を中心としてaの増j成に伴い仰の変

化が大きしかっ不均一に行われやすいととが認めら

れた。

3. 1， m， nの関係

したがって本試験結果からレリーズヒッチを実用に

供すると舎は，スプリング調節量;tるいはア:/カー傾

斜角度に関連Lて設計値に変動を免れないととが知ら

れた。すでに第1報において記述した如し リンク運

動については有効な機滅的仕事をなす作用力を始あと

し，運動部分D慣性作用，磨嬢等が影響しこれらは総

合されてレリーズヒッチの耐荷重量となるが3 ヒ?チ

作用時のリ Yク運動は調節スプリングの働き，荷重の

種類(特に負荷速度〕により異り. また Morinによ

ると低い圧力に対する表面乾燥時の鍛鉄と鋳鉄の磨燦

係数は μ。=0.19，μ=0.18，同じく鋳鉄と鋳鉄の場合

μ=0.21とされるが，ブックの形状と牽曳用チェー y

の連結状態によって異りp その総体的な解析は実用条

件に照して求高うねばならなし、。したがって前2項にお

ける考察と機構的侍性と相倹ち，計算値に対する静的

ならびに動的試験[直および両者の比 l.m， nを中心と

して考察してみたい。

llPち，計算値に対する静的試験値の比 tはFig.2-a
および Fig.4-a の立n く，ほぼ 15-25~;; の範囲にス

プリング調節量に比例して増加し，かつ各調節量とも

それぞれ 70'を中心として tは大となる傾向を見せ.

その最少値はj威力比曲線の変位点付近にらることが知

られp 各部のリ Yク運動が静かに行われる時はスプリ

ングの張力ぶ完全に作用し，また規正荷重が小なると

きはリンクの移向が行われたのちに最大荷重の点が存

在するため(第1報 Fig.3-a-巴参照)，比較的に慣

性ならびに磨擦 一持に後者の影響が少く測定値が小

となる傾向を示したものと思われる。しかるに動的試

験値の比例は調節量 5-15mmをやや平行に調節量

とともに下降しくFig.2--b)，逆に同一調節量に対して

はアンカーの傾斜角度が増すとともに大となり (Fig.

4-b) ，また，スプリシグによる耐荷重量の規正範囲は

計算値より小さくなり，両者の比刊は Fig.2-cの如

く下降するに至った。したがって動的条件による場合

規E荷重量の小さいとをは. リンク各部の相互作用に

よる磨路が大ぎく，スプリング作用への差異を生ず、る

ものと恩われる。したがって前報における知く静的試

験結果の検討に当つては，耐用荷重が大なる調節にお

いてはやや荷重量が高くなることを考慮すべきであ

りp また本試験結果からレリーズヒッチの設計上作用

カに対する実用荷重量は，規E量が大きぐなるにした

がい波少はするが，平均 25%の増加を来すととを考

慮すべきで忘ると認められる。

f占(i，補足までにこの増加率はリ yク機構に関する滅

力比ならびに使用スプリ Yグの張力に関係を有するこ

とは十分に考察される所でるる。

4. 牽曳角と耐荷重量との関係

変曳角と耐荷重量の関係についてはすでに第1報に

おける静的試験結果からその認識の必要なるととを指

摘した。しかしながら前3節において述べた如く耐荷

重量とスプリ Yグ調節量ならびにアンカー傾斜角度と

の関係について，静的試験の場合に比して規正荷重量

の大小に伴って若干の差異が認められたので，とこに

改めて動的条件を与え考察を重ねて見た。

Fig.5はアンカー傾斜角度 670 の場合について牽

曳角とスプリング調節量との関係を求めたもので3 右

側欄ばそれぞれの調節量について直行時を100とする

ときの比 (k)をとったものでるる。

本試験結果を考察するに， EE曳角の如何を問わずス
プリングの調節量が増加するにしたがいp 即ち静的試

験結果と同様耐荷重量が増大するとともに，直行時に

対する増加率は減少するがp その比 kは牽曳角 100

の場合いずれも計算値より高いに反し 200 では 10

-15mm辺で計算値より 6.7?;;低ぐなり， さらに
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300 では 5mm辺より急減の傾向を見せる〉うち最小

限 5-16~b の範囲に耐荷重量の増加は免れないこと

を示した。したがって前記各試験結果を勘案してスプ

リシグの調節量を 10-15mm辺に与えるときは，側

曳忘るいは廻行時の耐荷重量の急増を免れる限りにお

いてはなるぺく 15mm(ρ= 70kg)に近〈調節する

ととが至当となる。

しかしながらととに注意すべきは，調節量の増加に

伴う耐荷重量の域大とともに非常にその変異の多いこ

とで，この点から称Lても実用上300の牽曳角につい

て 10~b 内外の耐荷重量の増加は考慮されねばならな

L 、。

の範囲では磨耗量に比例しそれぞれ 50-100kg内外

耐荷重量の増加を来すが，耐荷重規正量が大となると

殆んど変化がないととが知られた。とれはJiJl:警の如く

瞬時負荷に対する 7 ックの離脱の難易が大きく影響し

ているためと思考されるがp 規正荷重量の増大するに

伴い測定値の編差が大き〈なり， S=20mmの場合磨

耗量 Ommでは 2，900kgに対し 10mmでは2‘600

-3，500kg (平均値2，920kg)の範囲を有し，フック

の磨耗によって附荷重量の増加を計るが立日きζとはそ

の目的に至らぬばかりか，作業機破損の因となること

が知られた。

5. フッタの磨禄と耐荷重量の関係 IV.総括的考察
ブックの磨耗と耐荷重量との関係についてはp 第 1

報において牽曳線方向の磨耗については耐荷重量の増 レリーズヒッチの装着は3 不測の荷重より作業機の

加は2らり得ず，静的試験結果からぬ(第1報参照〉に 安全を計るを目的とする故，その作用が適確になされ

比例し磨耗量の堵加とともに若干の減少を来すことを るとともに，必要に応じて耐荷重量の規正は充分にな

知ったが，牽曳用チェ-:/により連結されるアックが されなければならない。

作業機わ負荷の増大時に離脱するとさ~，その難易は負 第 1~-3 表は筆者等の農業機械学教室において試験

荷の種類により一一例えば瞬時的な場合と除々に増大 Lた耕士改良用トラクダープラウならびにデスクハロ

ずる様な場合で異ると思考されたので，アシカー傾斜 ーの所要皇室曳抵抗力の一例を記したものでるるが3 本

角度67
0の場合について調節量を変え，磨耗量Omm， 表からも類推できる如し作業機の牽曳抵抗は土性土

5ぺ10"の場合について試験を行った。 質等の圃場条件p また同一周場においても耕深，耕幅，

Fig.6はその試験結果を示し，調節量が0-10mm 廻行等による使用条件等々が加味されて変化し，使用

bo 
よ4
r、

3000 

己2500

E同

加i

若宮 2000 

選

1500 

Omm (磨従十シ〕

o 5 W ffi ~ 
スプリング調節量 CS)mm

Fig.6. 7ツクの民事耗に依る耐荷

重量の変化

中の負荷の変動もまた激しい。

本試験結果から，前部アシカーの傾斜角度により多

少の差はあるが，スプリ Yグ調節量 5mm一一張力約

11 kg増加毎にそれぞれ 10.0~b， 25.0ぺ 42.5ヘ
54.0" 耐荷重量を増し，ほぼ 50~b 内外の調節をなし

得るととが知られたが，スプリシグの張力が調節範囲

の上下限近くに;tるときは規正荷重量での着脱が不E

確となり易<，特に上限において然りでらるから，作

用の適確を計る意味においてその調節範囲は 30~;;' 前

後となり， Fig.lの如くアンカ_ 670 の場合では

2，000-2，600 kg，同じく 640 では 2，200-2，900kg 

で 6，......700kgの範囲となり，供試レリーズヒッチの

如き機構においてはスプリング、の調節によることのみ

ではときに不足を免れない。

したがって前報に述べた如心部品個々の製作精度

の必要性もまた改めて認識され，前2項等で記述した

如き使用上の注意とも併ぜて，簡単に取換えられる前

部アンカーの傾斜角度を変えた 2-3種の併用が必要

と認められ'~。
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第 1表 米耕地におけるトラクダ{プラウ所要牽曳力の一例

A. 重粘性埴土地に於ける場合

!~速!平均耕率良扱抗:己、土主|平均
トラクター i':: -'=1 
名 | 制プラウ名 |ギヤ :I-r.~~'一一一一一|での平|

¥1立置1起速度l平均値最大値|均耕深i耕幅
一一一一一一← 1-.-1五iJ点 l一一 k量 _kg，一面l一 cm
ZF遠心土フ。ラウ I1速 1ω83L 6OO 1. 8<OO! 26 :5"¥ 81・0

クポタ| グ i グ

備

T-25型 | グ グ 1 0.983 2，400 2，700; 29.5 I 82.3 1 測定直後エシジシストップ

49 

考

グ I 2速 I--， - i 2，000; - I -Ir~g%t7史的働問F起不能左右履布

川 l グ !1速 i附 21，5001，6叫 25.3I 54.7 
フン'lI . - I 

山 町"グ 10.3山40山…。|山{エシわストフ町態僻翰伽1 v. V" ， -， ，vv， V~. ~ 1 ~~. ~ 1114 cm. 荷車輪左に 200傾いて走行

グ 2速¥0.930 2，300 2，700 30.4 ¥ 78.0 
小松" i fI 10.9582，200 2，500 29.4 1 67.1 
D-30型 IJ社製 i グ 1 0.9U 3.000 3，100' 29.2146.3 Ir過貫荷気味プラウに根株引掛り，右側履帯1 14"x2心土プラウ V.vu'% u.vvv V，..l.VV

1 
~..，.~ I "'Zv.v 11が摂議にかかった状態で走行

グ
l 

グ | 一 一 I 3.300 - ¥ - ¥ fプ乙ウに根間l掛かり軒I不能.100%スリ
、ツノ

I~鳩心土門ウ I 1速 10.7082.80013，000' 30.6¥98.71過負荷運転
をD~，; 1 ~- "グ 10叫&向日00:31.6 1低 4.1同上

か ; グ 1 0.412!， 3，400: 4，000 - 1 - 1:負荷に耐えず 100μ スリッ 7・

E現心土7・7ウ i1逮 11叫2，00012moi2Mi槌 5
ランツ fI グ 10.995，2，1002.70025.4174.7 
D-9506型" : 11 10.753 3.000 4，100 -

K社製 I 11 ¥ - 3.600 
_ 

12"x3心土プラウ
グ ー

グ ;2速 0.775，3，0003，500 27.1 1 96.4 

{過貫荷運転，丘曳のため前車輸が左に可成り
傾〈

門学時帰深担掘測定也紳・ 100%スリ

後車輪スリッフ"100%さな P牽曳不龍

小 松 i グ グ 10.889:3，200 4，200! 30.1 
I 
98.4lr瞥凶りスリップ1附時の最大牽曳力を

D-50型 K社製 20"x1混， 1速 10.5d 1，900 2‘
900' 46.1 197.5 1話土捕地に向い右反転

l 層耕プラウ 1 
v ，

v~ï _'V~V -'V.. 
1 
V"V  
1 

| グ | グ
1

0叫 2，9003，4叫札41低 91暦土を高地に伽右反転スリ yプ多大

(註〉 本試験闘場は岩見沢市外地tニあれ関餐後数年開放置しであてコた所で，所持に直径 2-5寸の切株があ
れ土佐は表・心土共童精f生埴土である。

B. 火山灰地に於ける場合

トラクター-"---". -
.-変速平均耕制抵抗

l

此主:平均

名
| 牽良プラウ名 iギヤ一 一一一←ーーででの平

位置起速度平均値
l

最大値均耕深耕2幅 l
備 考

-一ー一，
T社製

十一一五/玩--]{g一局 c示一面
zyD型， 14"x2心土7"ラウ

1速 0.59 320i - 137.4 77.1 

DJ出6型 } グ ! " 
一 一 970 32.3 一戸緯壁崩壊しスリップ100~bに遣す

小松D-30型! グ 3速 O.ω ωo - 41.2 惚 5{樫瀞慶僅かに崩壊するも耕起に支

K社製 20"x 1混 2速 0.94 1.120 - ームOL
障なし

層帯十7。ラウ

(註〉 本試験は千歳町字長都在の小麦刈跡地で行ワたものである。供試問場は作土約 18cm下に黄色主主びに
灰白色砂礁土が夫専 14cm 9cmの層理をなし所苦闘クロポクの第三層 (6cm厚〉の下に赤土が存在す』
る火山際土地帯である。試験時表層の合7K率は 15.3~b で比較的好条件で‘あった。
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第 2表 トラクターデスクハロー所要牽曳力の一例

トラリー問デス七草月:平均|制蹴 1円年角 i平均貫i 備 老

箔 ハロー一位置車速;平均値l最大使!前九後列入深! … ， 

一一|一一一i可向記----kg kg.-←!一一一 cm
クポタ ;H社製日"x321 2速 i1:3向 300!一 150 i 0つl-l
T-25 11 11 i 1.3231 600 i - 15 I 0 1 10.2 i 

己竺!二一仁ーグ~!ザ.1_01_1~ゴ二ンジンストッ 7・直前
1 2速 11.265: 400 1 600 1 15 1 0 1ー

ラ ンツ)..， 0，..-11 fOElrt I ;1') J') I 
D-8506/ " i 11 [1.2511 600 1 - 1 15 19 i 12.3 ! 

11 3速 |L州 4001二115 I 0 11υ;(諸ぷ?品Z霊前スリツ
小 松 K社製 18"x回 i2速 I

0.997
1 
600 

I 
-

I 
11. 5 

I 
15 

I 
- 1 

D-30 11 3速 11.3叫 600I - 1
11.5 
i 
15 I - 1 

IH社製 18"x回 I
2速

1
1.500! 400 

I 
450 

I 
15 

I 
19 

I
此 91

クボタ斗_I "1 ~ A，..I 

I""̂̂ 
I r-1，..n I ... n ^ I 11 涼 I1.745 500 1 750 I 15 I 19 112.0 i TD-5 I U = I ~. .~u; uvv I .uv I I ~~.v I 

一一一一二一-， _4苧~I~竺j-!??1J山一竺J 竺恒三!
11 1 2速 11.447， 500 1 600 1 15 1 19 112.5 I 

ラ
Dゐイ 11 1 3速 11.770: 7川 800 1 15 19 113.0 Iエンジンストップ直前

11 .1 11 11. 774. 400 1 450 1 15 1 0 i 15.5 1 

グ 3速 1
1.330 200 I - 1 15 0 I 8.5 I 

句 -50
松

11 グ 11.362' 500 1 -1 15 1 19 : 13・5!
グ 4速 11. 946: 400 1 ー 1 15 19! 16.5 :出力狛余裕ある状態

(註〉 本試験結果は告書1表記載のアラウ帝王邑抵抗試験後の膨軟な関場における各供試トラクターの整地作業機

率良能力を求むるため行ったものの一部である。

第 3表 現用されるトラクタ戸の最大牽引力の一例

A. 重粘性埴土地に於ける場合

インター TD-9型

一
111(kg)戸大牽引払重量

l
備

l 
;;;j l 071以上

1 

トラク ター名 考

IJ、松 D-50型

" " 

'

F

，
 

F

，， 

O
L
R
U
A
U
 

1
よ

唱

i
n
4

貫入深

" 
4，000 0.774 スリップ 100~b

小松 D-30型 3，500 0.899 " 
キャタピラー D-2型 2.700 0.760 " 
インター TD-6型

インターアコーミック WD-6型

2，900 

2，400 

0.866 

0.842 

" 

" 

" W-4型 1，250 0.556 " 
く註〕 本試験は野幌酪農短大附属農場内のデ、ントコーン刈跡地で心土破砕機を負荷として行ヲたものである。
但し小松 D-50型は備考欄に記入した賀入深の率良抵抗である。
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B. 埴壌土地に於ける場合

ト フ ク ター名 最大素引力側 l最大軒!力/
機体重量
備考

一一一一一一一一一一一一
ケース LA型 2，100 0.590 ス P ップ 100~b

ー←一一ーー-ー一ー-
7ォードソン装輸玉突 1.800 0.678 f/ 

フォードソン半装軌弐(ラグ除去〉 2，290 0.660 r〆

一一一一一
f/ 〈ラグ装清〉 2，400 0.637 f/ 

. ..一一
NTK-4型 f/ 

く註〉 本試験は農学部附属生存1農場の燕麦刈跡地にヰ町、て (A)同様心土破砕機を負荷として行

ヲたものである。供試問場地表面はトラクターの走行に好条件であワたと考察された。

V.結 語

第 1報に記載の如しレリーズヒッチの作用の特性

については静的条件による試験結果から，現製品の批

判・検討・設計製作上の主要点，使用上の考慮点と関

連してすでに知り得た。本報はさらに動的試験により

先に知られたとれら諸種の結果の補遺と相侯って，レ

リーズヒッチに関する総括的な検討をなした。

以上，第 1，第2報は耕土改良周作業機について現

在最も多くの事故の一つの因をなすレリーズ.ヒッチに

関する一応の指針を求めた。次報においては，レリー

ス。ヒッチとならんで多〈の考究を要すると J思われるパ

ワーリフドについて記述したい。
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Summary 

We have done dynamic test on the release 
hitch and concerned mainly with accuJacy of 

action and range of adjustment of preload 
with the supplement of the results of theore-

tical investigation at Part [1J. 

Owing ro this study， we understood as fol-

lows: 

1) Adjustable range of the preload is ab-

out 50~b at aこ 0-25mm (p = 39-425kg)， 
though there is a little difference according 
to the angle of anchor (倍。).

2) However‘considering looseness of the 
lower and upper limits of adjustment， it be-
come about 30~b. 

3) Comparing with the calcuJat疋dvalue 

which is considered only link motion， the gain 

of preload included the influence of friction 

and innertia is permited about 25~b. 

4) Even though the trailing angle increa-

ses， the amount of increase preload is not so 

much as the gain of calcuJation， but at least 

it must be took into consideration about 10~b 

at 8=30 0
• 


